
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立植水中学校 ）     学校番号 ２３８                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 わかる授業 明るい学級 挨拶と歌声響く学校        

          

重 点 目 標 

１ 指導法の工夫・改善を通し、学力の向上を図る 
２ 健康教育（学校保健・学校安全・防災教育等）の充実を図る 
３ 地域と連携した教育活動を推進する 
４ 基礎体力と機動力のある職員組織を構築する 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

（現状） 

○全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査の 

 結果は、前年度と比較して全般的に底上げされ

たものの、依然として数学において、基礎的な

知識・技能の分野に課題が見られた。 

○全国学力・学習状況調査における国語・数学・

理科の「勉強は好きですか」の問いに対して肯

定的な回答が低い。 

○学校評価生徒アンケートにおいて、数学の問題 

 に取り組む「朝学習を通して学習への関心が高 

 まったか」の問いに対して、肯定的な意見が約 

 78％であった。 

（課題） 

○全国学力・学習状況調査において、数学の無答

率が全国平均より高く、基礎学力の定着及び活

用する力に課題がある。 

○数学を含めた学習への苦手意識が依然として高

く、生徒の興味・関心を育てる必要がある。 

・朝学習におけ 

 る数学の学習 

 活動の継続的 

取組 

 

 

 

 

①朝学習において週に 1 度、数学のスタ 

 ディ・サプリを活用し、生徒個々の理 

 解度に合わせた学習を進める。 

②朝学習で取り組んだ学習の単元や正答 

率を記録させ、生徒の取組状況を視覚 

的に捉えさせることで学習習慣の定着 

を図るとともに、教員が進捗状況と理 

解度を確認し、個々に指導援助する。 

①朝学習における生徒個々のスタディ・ 

 サプリの取組状況が予定通り進行して 

いるか。 

②学校評価生徒アンケート「（数学の問 

 題に取り組む）朝学習を通して学習へ 

 の関心が高まったか」の問いに対し 

 て、肯定的な意見が昨年度より増加し 

 るか。 

①昨年度に引き続き、基本的に毎週水曜日の

朝学習に数学の問題を配信し、生徒に問題を

取り組ませることができた。 

②生徒にとって「毎週水曜日は数学の日」と

いう意識が恒常化してきたためか、肯定的な

意見は-2.4%とやや減少した。しかし、３年市

学力検査では、課題である数学の第２回と第

３回の市平均との差が-0.7 点となった。 

Ｂ 

スタディサプリの継続的な使用は学力 

向上に意義があるため、今後も取り組 

む必要があり、朝学習だけではなく、 

授業でも定期的に取り組めるよう工夫 

する。また、他教科においてもスタデ 

ィサプリだけではなく、基礎学力を身 

に付けるためのソフトを活用し、生徒 

個々にあった取組にする必要がある。 

 

全国学力・学習条項調査の取組

が生徒への過度なプレッシャー

になっていないか心配である。

取組は今後も継続してほしい。 

・数学の授業に 

 おける習熟度 

 別授業等、授 

 業の工夫改善 

 

 

 

 

①数学の基礎コースにおいて、反復練習 

 を重点的に実施し、基礎学力の定着を 

 図る。また、数学の発展コースにおい 

 て、基礎学力を活用する練習を増や 

 し、学習意欲をさらに向上させる。 

②数学の授業以外においても、自分の考

えを発表する場面を増やし、学習への

興味・関心を学校全体で高める。 

①問題の正答率が年間を通して向上して 

 いるか。 

②学校評価生徒アンケート「授業で自分 

 の考えを発表することができるか」の 

 肯定的な意見が昨年度より増加した

か。 

①数学の定期テストにおける基礎問題につい

ては、正答率の向上は見られなかったもの

の、年間を通して約 70%の正答率を維持し

ている。 

②各教科とも校内研修等で授業改善について

研修し、実践した。ICT の活用については

教員の意識が高まり、活用機会も増加した

が、生徒の考える場面に結び付けることが

難しかったため、肯定的な意見は-2.5%とや

や減少した。 

Ｂ 

ICT 活用方法の研究を「生徒の考える 

場面の設定」という観点から研究を行 

う必要がある。校内研修で ICT の活用 

実践例について担当より紹介があった 

ため、今後の研究に結び付けていく。 

数学の少人数指導については基礎コー 

スにＳＡを配置するなど手厚く行った 

が、興味・関心を持たせる導入や取組 

など更なる工夫が必要である。 
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（現状） 

○学校評価生徒アンケート「学校での生活は毎日 

 が楽しく充実していますか」「友達と仲良くし 

 ようとしていますか」の問いに対して肯定的な 

 意見が 95%を超えている。 

○学校評価生徒・保護者アンケートのいじめ撲滅 

 の項目については、肯定的意見が他の項目に比 

 べやや低い。 

○防災教育生徒アンケートより、災害に対する意

識が高くなったものの、実践する自信が持てて

いない。 

（課題） 

○学校へ登校できない生徒は少ないものの、小学

校から固定されている人間関係が悪影響になら

ないよう継続的な指導が必要である。 

○生徒の防災に関する実践力を高め、地域に貢献

できる人材を育成する必要がある。 

・きめ細やかな 

 指導と生徒指 

 導・教育相談 

 体制の充実 

 

 

 

①生徒の些細な情報でも耳を傾け、迅速 

 な対応をする。 

②報告・連絡・相談・見届けを徹底する

体制を強化し、組織的に対応する。 

③ＩＣＴを活用して情報を共有し、適切

なタイミングで支援、相談を行う。 

①学校評価生徒アンケート「困ったとき

など、必要に応じて先生に相談できる

か」の問いに対して、肯定的な意見が

昨年度より増加したか。 

②組織的な生徒指導・教育相談が機能し

ているか。 

①各教員が生徒とのコミュニケーションの必

要性を感じて積極的に声をかけ、相談等に

もこまめに対応した結果、肯定的な意見が

+7.0％と大幅に増加した。 

②小規模校の特性を生かし、生徒指導教育相

談委員会で情報を細かく共有した。学年だ

けではなく、学校全体で対応するなど、生

徒が過ごしやすい環境作りに取り組めた。 

Ａ 

生徒と教員の信頼関係が向上してきた 

ため、次のステップとして、生徒の不 

安を作らない環境を作り出すための手 

段を考える。また、引き続き生徒指導 

教育相談委員会で情報を細かく共有し 

て、学年を超えて機動力のある組織体 

制を更に固めていく。 

 

不登校生徒は全国でも増加傾向

にあり心配である。 

中学生は高校生と違って地域に

住んでいるため、災害時にはと

ても頼りになる存在である。協

議会としても防災教育へ関わっ

ていきたい。 

11 月の発表は中学生が地域に出

向き、一緒に学ぶ試みがよかっ

た。他地区でも行ってみてはど

うか。 

・防災教育にお 

ける研究成果の 

活用と地域との 

連携 

 

 

①研究発表後もこれまでの取組を継続

し、新入生を含めた全生徒が応急手

当の方法等を実践する機会を設け

る。 

②地域（自治会）と連携し、取組内容を

地域へ伝達し、共有する。 

 

①生徒が普段から災害に対する意識を持 

  って行動している様子が見られるか。 

②自治会との連携活動を実施し、地域と

協働した活動を行うことができたか。 

①防災に関する取組を学年別に実施し、日頃

から意識を持たせるよう声掛けなどを行っ

たことで、約 95%の生徒が防災に関する意

識を高めている。 

②11 月に中野林南区自治会の協力のもと、研

究発表の成果を地域へ発表し、情報共有す

ることができた。また、地域の方と一緒に

一部訓練を実践したことで交流も深め、地

域に貢献する意識も高まった。 

Ｂ 

今年度は地域の協力を得て防災教育の 

取組が実践できたが、研究内容の伝承 

という面では課題が残った。総合的な 

学習の時間の年間計画等を見直し、３ 

年間を見通した指導を定期的にできる 

よう設定する必要がある。 

3 

（現状） 

○昨年度、植水小学校との合同学校運営協議会を

開催し、学校と地域の協働体制について熟考を

重ねた。 

○新型コロナウイルスの状況により、地域と連携

した取組を実施することができていない。 

（課題） 

○新型コロナウイルスの５類移行に伴い、更なる

地域との連携が必要である。 

○学校の取組や地域との連携などを、保護者等へ

周知・理解をさらに広めていく必要がある。 

・目指す生徒像 

 の姿を体現す 

 るための地域 

 連携行事の推 

 進 

 

①「輝き事業」や「競書会」等、大宮南 

 高校や大宮光陵高校と連携した取組を 

 昨年度から継続するとともに、地域の 

 特性を意識し、地域と連携した取組を 

 実施して、生徒の地域への関わりに対 

する意識を高める。 

①学校自己評価アンケートの生徒と地域 

 との関わりについての項目において、 

 肯定的な意見が昨年度より増加した

か。 

①輝き事業については保護者の協力のもと、

11 月に学校周辺の清掃活動を実施した。 

競書会や青少年育成会主催の行事に参加す

るなど、今年度も地域との関わりを深める

ことができ、学校評価では地域や保護者か

らの願いを受けて取り組んでいるとの評価

を昨年度より多くいただいた。 

Ａ 

小・中・高校の連携はもちろん、地域 

との連携や保護者との連携の機会を学 

校行事の内容精選を踏まえ、更に設定 

できるか検討していく。 

今後もＰＴＡを中心とした保護者との 

連携を深め、地域との関わりにつなげ 

ていきたい。 
 

土曜チャレンジスクールでは、

１小１中の特性を生かし、植水

小と連携を図るとよい。植水小

で取り組んでいる防災フェスな

どは合同で行うこともよいので

はないか。さらに地域も連携し

ていければよい。 

情報発信も細かく行っている。

情報を知らない保護者もいるの

で、知ってもらえるような機会

を作るとよい。 

・地域連携活動 

 や学校運営協 

 議会の活動に 

 ついての広報 

 

①学校公開など、学校の活動を地域へ公

開する機会を増やし、教育活動を保護

者・地域と情報共有する。 

学校だよりやホームページ等で活動の 

様子を紹介し、情報を広く発信する。 

①学校評価保護者アンケート「各たより 

 等により生徒の学習・生活の様子をわ 

 かりやすく知らせている」の問いに対

して、肯定的な意見が昨年度より増加 

 したか。 

①学校だよりの項目を保護者に伝わりやすい

よう工夫するとともに、HP にも生徒の活動

の様子を月 12～15 項目ほど情報更新した。

学校評価において肯定的な意見が全体で 94%

となり、4.2%増加した。 

Ａ 

HP の内容を見直すとともに、更新スピ 

ードも高め、更に情報が伝わりやすい 

ものにしていく。また、学校公開等で 

も伝わるよう、校内掲示等にも力を入 

れていく。 
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（現状） 

○服務についての意識は比較的高く、業務に協力

して取り組む姿勢があり、互いにフォローし合

う職場環境が比較的整っている。 

○ＩＣＴに精通した職員が少なく、エバンジェリ

ストに負担がかかっている。 

（課題） 

○教員の年齢構成が二極化しており、若手教員及

びミドルリーダーの育成が急務である。 

○授業において、生徒が学習内容を理解しやすく

なるためのＩＣＴの活用方法を研究する必要が

ある。 

○小規模校における校務分掌について、業務改善

が図れるよう見直しをする必要がある。 

・教員としての 

 自覚を持った 

 行動と働きや 

 すい職場環境 

 の改善及び授

業力の向上 

 

 

 

 

 

 

①教員間における協力体制等を含めた服

務研修を学期に１回実施し、協力体制

のさらなる強化と若手教員育成の環境

を整える。 

②年齢問わず、生徒の学力向上を目指し

て、ＩＣＴを有効活用した授業を相互

に公開する。 

③キャリアナビ等を活用し、指導力向上

に向けた研修に取り組む環境を整え

る。 

④教員一人ひとりが、勤務時間外在校時

間だけにとらわれず、必要な業務を精

選する。 

①全職員の勤務時間平均値が昨年度から 

 減少しているか。 

②学校評価教職員アンケート「植水中学 

 校は働きがいがあり、働きやすい職場 

 か」の問いに対して、肯定的な意見が 

 昨年度より増加したか。  

①特に若手教員が ToDo リストを活用し、実践

したことで、各個人で業務の効率化を図る

ことできた。その結果、年間在校時間が、

昨年度より１人平均約 29 時間減少した。

(12 月末現在) 

②ICT を活用した授業公開を通じて若手教員が

授業改善に取り組むとともに、ベテラン教

員においても、ICT の活用意識が高まり、学

校全体で相乗効果が見られた。 

 授業研究など、取り組むべき業務は多少増

加したものの、教員同士の連携もあり、職

場環境としてはおおむねよい。学校評価職

員アンケートでも、肯定的評価が 95%とな

り、昨年度より増加した。 

Ａ 

ICT 支援員を講師として、授業で使え 

るソフトウェアの研修を実施した。今 

後は授業でどのように活用するかを深 

めていく必要がある。また、日頃から 

授業を参観しあうなど、協力体制を充 

実させる。 

学校全体での研修をさらに増やしてい 

いくことで、学校全体を見渡せるリー 

ダーを今後も育成していく。 

時間外在校時間の減少に意欲的に取り 

組む教員は多かったものの、業務量が 

多く、減少につながらなかった教員も 

いたため、校務分掌の配置バランスを 

考えていく必要がある。 

 

全国的に教員不足、志望者も減

少しており、先生方の忙しさも

解消していない。 

部活動の地域移行については、

誰かに頼めばよいものではな

い。生徒との人間関係の結びつ

きも大切である。 

先生方は教材研究、保護者対応

や部活動指導など、忙しいこと

を保護者に理解してもらえると

よい。 



 


